
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
管腔内に挿入される内視鏡の挿入部の先端部に一体又は着脱自在に設けられ、この先端部
の先端面に露出した観察光学系の先端レンズ面が前記管腔内壁面に直接当接することを防
止する略筒状のフード本体が配設され、前記フード本体の先端部に前記内視鏡の観察視野
方向に突出する突出部を有する内視鏡用フードにおいて、
前記突出部の一部に、前記先端レンズ面の位置よりも前方に突出する突出量が他の部分よ
りも短い少なくとも１つの凹部を設け、この内少なくとも１つの凹部の内面に前記先端レ
ンズ面の位置よりも前方に向かうにしたがって外側に拡開する方向に傾斜する斜面を設け
、
前記凹部に隣接する他の部分の内面と前記先端レンズ面とがなす角度よりも前記凹部の内
面斜面と前記先端レンズ面とがなす角度を大きな角度に設定したことを特徴とする内視鏡
用フード。
【請求項２】
前記凹部の斜面は凹部の先端面と連続した面として設けられていることを特徴とする請求
項１に記載の内視鏡用フード。
【請求項３】
管腔内に挿入される内視鏡の挿入部の先端部にこの先端部の先端面に露出した観察光学系
の先端レンズ面が前記管腔内壁面に直接当接することを防止する略筒状のフード本体が配
設され、前記フード本体の先端部に前記内視鏡の観察視野方向に突出する突出部を有する
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内視鏡用フードにおいて、
前記突出部の内周面に前記先端レンズ面の位置よりも前方に向かうにしたがって外側に拡
開する方向に傾斜する斜面を形成するとともに、
前記突出部の一部に、前記先端レンズ面の位置よりも前方に突出する突出量が他の部分よ
りも短い凹部を設け、
前記凹部に隣接する他の部分の内面の第１の斜面と前記先端レンズ面とがなす角度よりも
前記凹部の内面の第２の斜面と前記先端レンズ面とがなす角度を大きな角度に設定したこ
とを特徴とする内視鏡用フード。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、内視鏡の挿入部の先端部に略筒状のフード本体が配設された内視鏡用フードに
関する。
【０００２】
【従来の技術】
一般に、内視鏡の挿入部の先端部に内視鏡用フードが配設された状態で使用される場合が
ある。この内視鏡用フードには略円筒状に形成されたフード本体が設けられている。この
フード本体には内視鏡の挿入部の先端部に固定される固定部が設けられている。さらに、
この固定部の先端部には内視鏡の観察視野方向に突出する突出部が延設されている。そし
て、内視鏡の挿入部の先端部の先端面に露出した観察光学系の先端レンズ面が管腔内壁面
に直接当接することをこの内視鏡用フードによって防止するようになっている。
【０００３】
また、実開昭５６－７５９１２号公報や、特開昭５９－９３４１３号公報には、内視鏡用
フードの側壁部分に内視鏡の先端面に付着した汚物などを排出する排出口を設けた構成が
示されている。
【０００４】
ここで、実開昭５６－７５９１２号公報には内視鏡用フードの排出口として内視鏡の挿入
部の先端面まで切り欠いた切り欠きを設けたものや、円筒状のフード本体を斜めに切除し
、その最も低い部分を内視鏡の先端面と同一面に配置した構成が示されている。さらに、
特開昭５９－９３４１３号公報には、円筒状のフード本体を斜めに切除した切り欠きの最
も低い部分を内視鏡の先端面まで延出させない位置に配置した構成が示されている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
内視鏡の挿入部の先端部に略円筒状のフード本体を設けた場合には内視鏡の使用中に体腔
内の粘液、汚物や、洗浄水がフードの内側に溜まり易く、内視鏡の先端面にも付着し易い
。特に、粘度の高い粘液や、汚物は、送水操作では除去できないうえ、吸引口から離れて
いる場合には吸引操作によっても除去できない。
【０００６】
さらに、フード本体には内視鏡の挿入部の先端部から内視鏡の観察視野方向に突設された
突出部があるため、内視鏡の先端面を体腔内の粘膜にこすりつけて汚物を除去することが
できない。このため、内視鏡の先端面に付着した汚物などが内視鏡の観察視野内に入って
しまい視野が狭められて内視鏡の観察性能が低下する問題がある。
【０００７】
また、実開昭５６－７５９１２号公報の内視鏡用フードでは、汚物などを排出する排出口
となる切り欠きなどが内視鏡先端面と同一面まで設けられている。そのため、内視鏡の先
端面から前方に突出するフードの突出部分がなくなる部分が生じるため、フードとしての
機能が落ちる問題がある。さらに、フードが破損し易くなる問題もある。
【０００８】
また、内視鏡用フードの側壁に先端面部に沿った長孔からなる排出口を設けた場合には、
大きい汚物や、粘度の高い粘液や汚物は排出されない問題がある。
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【０００９】
さらに、特開昭５９－９３４１３号公報に示されている内視鏡用フードのように、切り欠
きの最も低い部分を内視鏡の先端面まで設けないものでは、粘液や、汚物が排出し難い問
題がある。
【００１０】
本発明は上記事情に着目してなされたもので、その目的は、フード本体の機能を落とすこ
となく、フード本体が破損し難く、粘液や、汚物がフード本体の内側に溜まり難く、観察
性能の良い内視鏡用フードを提供することにある。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
請求項１の発明は、管腔内に挿入される内視鏡の挿入部の先端部に一体又は着脱自在に設
けられ、この先端部の先端面に露出した観察光学系の先端レンズ面が前記管腔内壁面に直
接当接することを防止する略筒状のフード本体が配設され、前記フード本体の先端部に前
記内視鏡の観察視野方向に突出する突出部を有する内視鏡用フードにおいて、
前記突出部の一部に、前記先端レンズ面の位置よりも前方に突出する突出量が他の部分よ
りも短い少なくとも１つの凹部を設け、この内少なくとも１つの凹部の内面に前記先端レ
ンズ面の位置よりも前方に向かうにしたがって外側に拡開する方向に傾斜する斜面を設け
、
前記凹部に隣接する他の部分の内面と前記先端レンズ面とがなす角度よりも前記凹部の内
面斜面と前記先端レンズ面とがなす角度を大きな角度に設定したことを特徴とする内視鏡
用フードである。
【００１２】
そして、本請求項１の発明では、フード本体における先端部の突出部の凹部に隣接する他
の部分の内面と先端レンズ面とがなす角度よりも凹部の内面斜面と先端レンズ面とがなす
角度が大きく、外側に開いていることにより、突出部の内側に粘液や汚物が入っても、こ
れらは突出部の内側に溜まらず、凹部の内面斜面に沿って外部側に円滑に排出される。さ
らに、凹部の内面斜面に付着した汚物や粘液は、凹部の側方や前方から体腔粘膜などに接
触することにより、外部へ引き出され、排出される。
【００１３】
請求項２の発明は、前記凹部の斜面は凹部の先端面と連続した面として設けられているこ
とを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用フードである。
【００１４】
そして、本請求項２の発明では、突出部の内側に入った粘液や汚物が凹部の内面斜面に沿
って外部側に円滑に排出される。このとき、粘液や汚物は凹部の先端面と連続した凹部の
斜面に沿って円滑に排出され、更に排出し易くなるようにしたものである。
【００１５】
請求項３の発明は、管腔内に挿入される内視鏡の挿入部の先端部にこの先端部の先端面に
露出した観察光学系の先端レンズ面が前記管腔内壁面に直接当接することを防止する略筒
状のフード本体が配設され、前記フード本体の先端部に前記内視鏡の観察視野方向に突出
する突出部を有する内視鏡用フードにおいて、
前記突出部の内周面に前記先端レンズ面の位置よりも前方に向かうにしたがって外側に拡
開する方向に傾斜する斜面を形成するとともに、
前記突出部の一部に、前記先端レンズ面の位置よりも前方に突出する突出量が他の部分よ
りも短い凹部を設け、
前記凹部に隣接する他の部分の内面の第１の斜面と前記先端レンズ面とがなす角度よりも
前記凹部の内面の第２の斜面と前記先端レンズ面とがなす角度を大きな角度に設定したこ
とを特徴とする内視鏡用フードである。
【００１６】
そして、本請求項３の発明では、フード本体における先端部の突出部の凹部に隣接する他
の部分の内面の第１の斜面と先端レンズ面とがなす角度よりも凹部の内面の第２の斜面と
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先端レンズ面とがなす角度が大きく、外側に開いていることにより、突出部の内側に粘液
や汚物が入っても、これらは突出部の内側に溜まらず、凹部の内面の第２の斜面に沿って
外部側に円滑に排出される。さらに、凹部の内面の第２の斜面に付着した汚物や粘液は、
凹部の側方や前方から体腔粘膜などに接触することにより、外部へ引き出され、排出され
るようにしたものである。
【００１７】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の第１の実施の形態を図１乃至図５（Ａ）を参照して説明する。図１は本実
施の形態における内視鏡装置１全体の概略構成を示すものである。この内視鏡装置１は撮
像手段を備えた内視鏡２と、この内視鏡２に着脱自在に接続される光源装置３と、内視鏡
２と信号ケーブル４を介して接続されるビデオプロセッサ５と、映像を表示するモニタ６
とから主に構成されている。そして、内視鏡２に設けられたライトガイドに光源装置３か
ら出射される照明光が供給されるようになっている。さらに、ビデオプロセッサ５によっ
て内視鏡２の撮像手段を制御すると共に内視鏡２の撮像手段から得られた信号を処理する
ようになっている。このビデオプロセッサ５から出力される被写体像に対応する映像がモ
ニタ６に表示されるようになっている。
【００１８】
また、内視鏡２には可撓性を有する細長い挿入部７が設けられている。この挿入部７の基
端側には手元側の操作部８が接続されている。この操作部８には送気送水操作ボタン２８
と、吸引操作ボタン２９と、湾曲操作ノブ３０と、処置具挿入口３２とが設けられている
。
【００１９】
さらに、操作部８の側部には可撓性を有する連結コード９の基端部が連結されている。こ
の連結コード９の先端部には光源装置３と着脱自在に接続されるコネクタ部１０が設けら
れている。このコネクタ部１０の側部には電気コネクタ部１１が設けられている。この電
気コネクタ部１１にはビデオプロセッサ５と接続された信号ケーブル４が着脱自在に接続
可能になっている。
【００２０】
また、挿入部７には可撓性を有する細長い柔軟な可撓管部１５が設けられている。この可
撓管部１５の先端側には湾曲可能な湾曲部１６が設けられている。そして、操作部８の湾
曲操作ノブ３０の操作によって湾曲部１６の湾曲操作を行うようになっている。
【００２１】
さらに、挿入部７の最先端には後述する観察光学系、照明光学系などが配設された先端部
１７が配設されている。図２（Ａ），（Ｂ）に示すように先端部１７の先端面には送気送
水ノズル１８と、吸引口１９と、観察光学系の１つの先端レンズ面３４と、照明光学系の
２つの先端レンズ面３５とがそれぞれ設けられている。そして、操作部８の送気送水操作
ボタン２８の送気操作、送水操作によって送気送水ノズル１８から観察光学系の外表面の
先端レンズ面３４に向けて洗滌液体や気体を噴出するようになっている。
【００２２】
また、吸引口１９は挿入部７に配設された図示しない処置具チャンネルの先端側の開口で
ある。この処置具チャンネルの基端部は操作部８の処置具挿入口３２に連通されている。
そして、処置具挿入口３２から挿入された処置具が処置具チャンネルを通り、吸引口１９
から外部に延出されるとともに、操作部８の吸引操作ボタン２９の操作によって吸引口１
９から吸引操作を行なうことにより、体腔内の液体を吸引するようになっている。
【００２３】
また、先端部１７には内視鏡用フード３７が着脱自在に装着されている。この内視鏡用フ
ード３７によって内視鏡２の先端部１７の先端面に露出した観察光学系の先端レンズ面３
４が内視鏡２が挿入される管腔内壁面に直接当接することを防止して、内視鏡２の視野が
失われるのを防止するようになっている。
【００２４】
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この内視鏡用フード３７は例えばシリコンゴムやフッ素ゴム等の加硫ゴム、ウレタン系エ
ラストマー、アクリル系エラストマー、オレフィン系エラストマー等の熱可塑性エラスト
マー等の軟性部材や、ポリサルフォン等の硬質樹脂により形成されている。本実施の形態
では軟性部材から形成している。
【００２５】
この内視鏡用フード３７には図３（Ａ），（Ｂ）に示すように略円筒状のフード本体３７
ａが設けられている。このフード本体３７ａには内径寸法が内視鏡２の先端部１７の外径
寸法と略同径、若しくは若干小径に形成された内視鏡固定部３９が設けられている。そし
て、この内視鏡用フード３７は内視鏡固定部３９の弾性変形により先端部１７がフード本
体３７ａの内部に圧入される状態で、先端部１７に着脱可能に固定されている。
【００２６】
さらに、内視鏡用フード３７には先端部１７より観察光学系の視野前方の方向に突出され
た突出部３８が設けられている。
【００２７】
また、この突出部３８の先端部には周方向の一部に観察光学系の先端レンズ面３４からの
突出量が他の部分よりも短い２つの凹部４０が設けられている。ここで、図３（Ａ）に示
すように各凹部４０に隣接する他の凸部４２の先端面４３の部分における先端部１７の観
察光学系の先端レンズ面３４の位置からの突出量ｔ１は例えば４ｍｍに設定されている。
さらに、図３（Ｂ）に示すように各凹部４０の内底部４１の突出量ｔ２は例えば２ｍｍに
設定されている。
【００２８】
また、図３（Ａ）に示すように凸部４２の内周面には観察光学系の先端レンズ面３４の位
置よりも前方に向かうにしたがって外側に拡開する方向に傾斜するテーパ面状の斜面４４
ａが形成されている。この第１の斜面４４ａは、観察光学系の先端レンズ面３４の表面及
び先端部１７の先端面との成す角度αが略１３０°に形成されている。さらに、図３（Ｂ
）に示すように各凹部４０の内面の第２の斜面４４ｂは観察光学系の先端レンズ面３４の
表面及び先端部１７の先端面との成す角度βが略１６０°に形成されている。これにより
、各凹部４０に隣接する他の凸部４２の部分の内面の第１の斜面４４ａと先端レンズ面３
４とがなす角度αよりも各凹部４０の内面の第２の斜面４４ｂと先端レンズ面３４とがな
す角度βを大きな角度（β＞α）に設定されている。
【００２９】
次に、上記構成の作用について説明する。本実施の形態では内視鏡２の挿入部７を体腔内
に挿入して体内を内視鏡検査する検査中、図３（Ｂ）に示すように突出部３８の内側に粘
液や汚物などの汚物類Ｄが入る場合がある。このとき、本実施の形態の内視鏡用フード３
７は第２の斜面４４ｂの角度βがαよりも大きいため、突出部３８の先端部の２つの凹部
４０が排出用の流路となる。そのため、図３（Ｂ）中に矢印で示すように突出部３８の内
側の粘液や汚物などの汚物類Ｄは第２の斜面４４ｂに沿って外部側に導かれ、凹部４０の
内底部４１の部分から外部に排出される。その結果、内視鏡用フード３７の突出部３８の
内側に粘液や汚物などの汚物類Ｄが入っても、これらは突出部３８の内側に溜まらず、第
２の斜面４４ｂに沿って外部へ引き出され、円滑に排出させることができる。
【００３０】
さらに、粘度が高く、外部に流れ難い粘液や汚物などの汚物類Ｄが図４（Ａ）に示すよう
に第２の斜面４４ｂの表面に付着した場合であっても、検査中に本実施の形態の内視鏡用
フード３７の突出部３８の凹部４０の部分が体腔粘膜Ｈに接触することにより、図４（Ｂ
）に示すようにこの汚物類Ｄが内視鏡用フード３７の凹部４０の内面の第２の斜面に沿っ
て外部へ引き出され、排出される。
【００３１】
そこで、上記構成のものにあっては次の効果を奏する。すなわち、本実施の形態の内視鏡
用フード３７では、突出部３８の先端部に周方向の一部に観察光学系の先端レンズ面３４
からの突出量が他の部分よりも短い２つの凹部４０を設け、フード本体３７ａにおける先
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端部の突出部３８の２つの凹部４０に隣接する他の凸部４２の部分の内面の第１の斜面４
４ａと観察光学系の先端レンズ面３４とがなす角度αよりも凹部４０の内面の第２の斜面
４４ｂと観察光学系の先端レンズ面３４とがなす角度βが大きく、外側に開くように設定
されている。これにより、突出部３８の内側に粘液や汚物などの汚物類Ｄが入っても、こ
れらは突出部３８の内側に溜まらず、凹部４０の内面の第２の斜面４４ｂに沿って外部側
に円滑に排出させることができる。
【００３２】
また、図５（Ａ）に示すように先端側を体腔粘膜Ｈに接触させて体腔粘膜Ｈに第２の斜面
４４ｂ上の粘液や汚物などの汚物類Ｄを接触させて第２の斜面４４ｂから粘液や汚物など
の汚物類Ｄを外部に排出させることができる。
【００３３】
さらに、突出部３８を軟性の部材で形成している場合には、図５（Ｂ）、図５（Ｃ）に示
すように、突出量の長い凸部４２を体腔粘膜Ｈに接触させて弾性変形させることができる
。これにより、図５（Ｂ）、図５（Ｃ）に示すように、内視鏡用フード３７の先端側を体
腔粘膜Ｈに接触させた際に、各凹部４０の第２の斜面４４ｂや、各凹部４０の内底部４１
に位置する粘液や汚物などの汚物類Ｄが体腔粘膜Ｈに接触させ易くなるので、体腔粘膜Ｈ
に粘液や汚物などの汚物類Ｄを接触させて、第２の斜面４４ｂから汚物類Ｄを外部へ排出
することができる。そのため、凹部４０の内側に汚物や粘液などの汚物類Ｄが溜まり難い
効果がある。
【００３４】
また、各凹部４０の内底部４１の部分も観察光学系の先端レンズ面３４および先端部１７
の先端面より前方に突出させた位置に配置されているため、内視鏡用フード３７の機能が
落ちず、かつ突出部３８が破損し難い効果がある。そのため、フードとしての機能が良好
で、突出部３８が破損し難く、粘液や汚物などの汚物類Ｄがフード本体３７ａの内側に溜
まり難く、観察性能の良い内視鏡用フード３７が提供できる。
【００３５】
尚、本実施形態においては、突出部３８の凸部４２の内周面を斜面４４ａ、凹部４０の内
周面を斜面４４ｂとし、この両方を前方に向かって外側に拡開する方向に傾斜する斜面と
したが、凸部４２の内周面は斜面でなくとも良く、先端レンズ面３４の表面及び先端部１
７の先端面に対して略垂直に形成されていても良い。少なくとも斜面４４ｂが上述した斜
面に形成されていれば良い。本実施形態では凸部４２の内周面に斜面４４ａを設けること
で、凸部４２の内周面が垂直であるものに対して、凸部４２の内周面（本実施形態では斜
面４４ａ）と凹部４０の斜面４４ｂとの間の段差が少なくなるので、スムーズに粘液や汚
物が斜面４４ｂに移動できる。又、凸部４２の根元と先端部１７の先端面との成す角度が
鈍角となるため、凸部４２の根元と先端部１７の先端面とに挟まれた隅に粘液や汚物が溜
まり難く、斜面４４ｂにスムーズに移動する。また、凸部４２の根元側の肉厚が大きくな
るので、凹部４０を設けたことによる突出部３８の強度の低下を防止することができる。
【００３６】
また、図６は本発明の第２の実施の形態を示すものである。本実施の形態では第１の実施
の形態（図１乃至図５（Ａ）～（Ｃ）参照）の内視鏡用フード３７の突出部３８の各凹部
４０の内底部４１の端面が第２の斜面４４ｂと略同一の角度に傾斜させた連続面４５とし
て形成されている。
【００３７】
そこで、本実施の形態では突出部３８の内側に粘液や汚物などの汚物類Ｄが入っても、こ
の汚物類Ｄを第２の斜面４４ｂに沿って突出部３８の各凹部４０の内底部４１の端面に移
動させたのち、第２の斜面４４ｂと略同一の角度に傾斜させた連続面４５を介して突出部
３８の外側にスムーズに移動させることができる。そのため、第１の実施の形態の内視鏡
用フード３７に比べて粘液や汚物などの汚物類Ｄを突出部３８の外側に一層、スムーズに
移動させることができるので、更に排出し易くなる効果がある。
【００３８】
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また、図７（Ａ）～（Ｃ）は本発明の第３の実施の形態を示すものである。本実施の形態
は第１の実施の形態（図１乃至図５（Ａ）～（Ｃ）参照）の内視鏡用フード３７の構成を
次の通り変更したものである。なお、本実施の形態では内視鏡用フード３７の基本構成は
第１の実施形態とほぼ同様なので、第１の実施形態と同一部分には同一の符号を付してそ
の説明を省略し、異なる部分について説明する。
【００３９】
すなわち、本実施の形態の内視鏡用フード３７の突出部３８には各凹部４０と凸部４２と
の間に突出部３８の突出量を徐々に変化させて形成された移行部４６が形成されている。
なお、凹部４０の内面の第２の斜面４４ｂと、凸部４２の内面の第１の斜面４４ａは第１
の実施の形態と同様に形成されている。
【００４０】
さらに、移行部４６の内面側には、第２の斜面４４ｂと第１の斜面４４ａとを著しい段差
がないように連結する連結面部４７が形成されている。この連結面部４７は平面でもよい
し、著しい凹凸が生じなければ、緩い凹状を成す曲面や、緩い凸状を成す曲面でもよい。
【００４１】
そこで、上記構成の本実施の形態の内視鏡用フード３７では突出部３８における各凹部４
０と凸部４２との間に突出部３８の突出量を徐々に変化させる移行部４６を形成したので
、突出部３８の各凹部４０と凸部４２との間の段差部分を緩くすることができる。そのた
め、突出部３８の内面４４と各凹部４０との間に凹凸が生じる段差が無いため、突出部３
８の内面側に入った粘液や汚物などの汚物類Ｄが停留せず、スムーズに凹部４０に移動で
きるようになり、突出部３８の内面側に入った汚物類Ｄを更に排出し易くなる。
【００４２】
また、移行部４６を設けて、内面側に、第２の斜面４４ｂと第１の斜面４４ａとを著しい
段差がないように連結する連結面部４７を設けたので、突出部３８の外部への汚物や粘液
などの汚物類Ｄの排出口の面積を増やすことができる。そのため、突出部３８の内面側に
入った汚物類Ｄを更に排出し易くなる。
【００４３】
さらに、本実施の形態では突出部３８の突出量の少ない凹部４０の開口面積を単純に大き
くした場合に比べて、突出部３８の突出量が少ない部分が少ないので、フードとしての機
能を損なわない。また、突出部３８の突出量の長い凸部４２の部分が少なくならないので
、凸部４２が破損し易くなることがない。そのため、フードとしての機能を損なうことな
く、更に粘液や汚物の溜まり難い内視鏡用フード３７を提供できる効果がある。
【００４４】
なお、図８は第３の実施の形態（図７（Ａ）～（Ｃ）参照）の内視鏡用フード３７の変形
例を示すものである。本変形例は第３の実施の形態の内視鏡用フード３７の突出部３８に
おける連結面部４７と第２の斜面４４ｂ及び第１の斜面４４ａとの連結部や、第１の斜面
４４ａと凸部４２の先端面４３との連結部、第２の斜面４４ｂと各凹部４０の内底部４１
の端面との連結部、連結面部４７とその先端部４８との連結部を、それぞれ滑らかに繋ぐ
ように曲面状（Ｒ状）の面取りを施したものである。
【００４５】
また、図９乃至図１４は本発明の第４の実施の形態を示すものである。本実施の形態は第
１の実施の形態（図１乃至図５（Ａ）～（Ｃ）参照）の内視鏡用フード３７の構成を次の
通り変更したものである。なお、本実施の形態では内視鏡用フード３７の基本構成は第１
の実施形態とほぼ同様なので、第１の実施形態と同一部分には同一の符号を付してその説
明を省略し、異なる部分について説明する。
【００４６】
すなわち、本実施の形態の内視鏡用フード３７は図１３に示すように、モニタ６に表示さ
れる内視鏡２の観察光学系の観察画像４９を略四角形の形状に成形できるように形成され
ている。図１４はこのような観察画像４９を表示する場合の内視鏡２の観察光学系の観察
視野領域５３を示す。なお、図１４中で、Ａは内視鏡２の観察光学系の先端レンズ面３４
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を示し、Ｂはこのレンズ面３４から任意の量（長さ）だけ離れた先端側の仮想面である。
【００４７】
ここで、面Ａ上での内視鏡２の観察光学系の観察視野範囲は領域ａであり、面Ｂ上での内
視鏡２の観察光学系の観察視野範囲は領域ｂである。そして、領域ａとｂで挟まれた空間
が内視鏡２の観察光学系の観察視野領域５３となる。
【００４８】
また、内視鏡２の観察光学系の観察視野領域５３の側方面はそれぞれ角度の異なる光線の
集合から形成される曲面５４となる。ここで、内視鏡２の観察光学系の観察画像４９は図
１３に示すように対辺方向Ｙの長さＬ１よりも対角方向Ｘの長さＬ２の方が長いため、図
１４に示すように内視鏡２の観察光学系の観察視野領域５３も対角方向Ｘの視野角の方が
大きくなる。
【００４９】
また、内視鏡２に通常使用される観察光学系ではその特性上、光学系の収差によって、光
軸の中心よりも遠い位置ほど、像が圧縮される度合いが大きい。このため、面Ｂ上での内
視鏡２の観察光学系の観察視野範囲の領域ｂの形状は内視鏡２の観察光学系の観察画像４
９と同一の形状とはならず、対角方向Ｘの領域が大きくなり、その他の方向よりも視野角
が大きくなる。
【００５０】
また、内視鏡用フード３７の突出部３８を一定の突出量とした場合には突出部３８の少な
くとも一部が内視鏡２の観察光学系の観察視野領域５３と重なりあってしまう。そこで、
本実施の形態では内視鏡用フード３７の突出部３８の少なくとも一部は、内視鏡２の観察
光学系の観察視野領域５３と重ならないように、内視鏡２の観察光学系の観察視野領域５
３における側方面の曲面５４と略同一の形状、若しくは曲面５４が重ならない形状に形成
されている。ここでは、図９に示すように、内視鏡用フード３７の突出部３８における範
囲Ｄで示す部分が内視鏡２の観察光学系の観察視野領域５３における側方面の曲面５４を
反映した形状に形成されている。
【００５１】
また、内視鏡用フード３７の凸部４２の内面の第１の斜面４４ａは内視鏡２の観察光学系
の観察視野領域５３における側方面の曲面５４が重ならない方向に曲面５４を若干量オフ
セットした曲面形状に形成されている。そして、最も視野角が大きく、観察視野領域５３
が重ならないようにするために突出部３８の突出量が最も短く形成される部分に、前述し
た粘液や汚物などの汚物類Ｄを排出するための凹部４０を配置させている。なお、凹部４
０の第２の斜面４４ｂは曲面５４が重ならないような突出量に形成されている。さらに、
凹部４０の内面の第２の斜面４４ｂと、凸部４２の内面の第１の斜面４４ａの内周側には
図９中に斜線で示す位置に、全周に連続したテーパ面５０が設けられている。
【００５２】
また、凹部４０の内面の第２の斜面４４ｂは、凸部４２の内面の第１の斜面４４ａやその
他の凸部５１の内面５２に対して、これらの曲面上の任意の位置において、次の関係にな
るように設定されている。ここで、図１０に示すように凸部５１の内面５２と先端部１７
の観察光学系の先端レンズ面３４とのなす角をγ、図１１に示すように凸部４２の内面の
第１の斜面４４ａと先端部１７の観察光学系の先端レンズ面３４とのなす角をβ、図１２
に示すように各凹部４０の内面の第２の斜面４４ｂと先端レンズ面３４とがなす角をαと
すると、α＞β、α＞γとなるようにそれぞれ設定されている。
【００５３】
さらに、図１２に示すように第２の斜面４４ｂの内周側のテーパ面５０と先端部１７の観
察光学系の先端レンズ面３４とのなす角をεとすると、テーパ面５０の角度εに対してα
はα＞εの関係に設定されている。
【００５４】
そこで、上記構成のものにあっては次の効果を奏する。すなわち、上記構成の本実施の形
態の内視鏡用フード３７では突出部３８の内周に凹部４０の内面の第２の斜面４４ｂと、
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凸部４２の内面の第１の斜面４４ａの内周側のそれぞれに接する連続したテーパ面５０を
全周に設けている。そのため、内視鏡用フード３７の内部に入り込んだ粘液や汚物などの
汚物類Ｄはこのテーパ面５０を介して凹部４０の第２の斜面４４ｂにスムーズに移動させ
ることができることができるので、内視鏡用フード３７の内部に入り込んだ粘液や汚物な
どの汚物類Ｄを更に排出し易くなる。その結果、粘液や汚物などの汚物類Ｄの溜まり難い
内視鏡用フード３７を提供できる効果がある。
【００５５】
また、粘液や汚物などの汚物類Ｄを排出するための凹部４０を、内視鏡２の観察光学系の
観察視野領域５３と内視鏡用フード３７の突出部３８との重なり量が多い部分に配置した
ので、内視鏡用フード３７の突出部３８の突出量が少ない部分を極力少なくでき、フード
の機能を損なわない効果がある。そのため、内視鏡用フード３７の機能を損なうことなく
視野に内視鏡用フード３７が入ることを防止した視野の良好な内視鏡２を提供できる効果
がある。
【００５６】
なお、本発明は上記各実施の形態に限定されるものではない。例えば、上記各実施の形態
では内視鏡２の挿入部７の先端に着脱可能に装着される内視鏡用フード３７を示したが、
内視鏡２の挿入部７の先端部に内視鏡用フード３７を一体的に設ける構成にしてもよい。
また、内視鏡用フード３７は軟性でなく、硬性の部材で形成しても良い。さらに、内視鏡
用フード３７の突出部３８の突出量や、凹部４０の数や、大きさは上記各実施の形態に限
定されるものではなく、任意に設定可能である。少なくとも１つの凹部を設け、この凹部
の内少なくとも１つの内周面に斜面を設ければよい。
【００５７】
また、上記各実施の形態では、観察光学系の先端レンズ面３４が配置される内視鏡２の挿
入部７の先端面に突出部３８の内周面のテーパ面状の斜面４４を連接しているため、この
内視鏡２の挿入部７の先端面に付着した粘液や汚物などの汚物類Ｄを排出し易い効果があ
る。
【００５８】
さらに、本発明の要旨を逸脱しない範囲で種々変形実施できることは勿論である。
次に、本出願の他の特徴的な技術事項を下記の通り付記する。
記
（付記項１）　管腔内に挿入される内視鏡の挿入部の先端部に一体又は着脱自在に設けら
れ、この先端部の先端面に露出した観察光学系の先端レンズ面が前記管腔内壁面に直接当
接することを防止する略筒状のフード本体が配設され、前記フード本体の先端部に前記内
視鏡の観察視野方向に突出する突出部を有するフード部材において、
前記突出部の一部に、前記先端レンズ面の位置よりも前方に突出する突出量が他の部分よ
りも短い少なくとも１つの凹部を設け、この内少なくとも１つの凹部の内面に前記先端レ
ンズ面の位置よりも前方に向かうにしたがって外側に拡開する方向に傾斜する斜面を設け
、
前記凹部に隣接する他の部分の内面と前記先端レンズ面とがなす角度よりも前記凹部の内
面斜面と前記先端レンズ面とがなす角度を大きな角度に設定したことを特徴とするフード
部材。
【００５９】
（付記項２）　前記凹部の斜面は凹部の先端面と連続した面として設けられている付記項
１記載のフード部材。
【００６０】
（付記項３）　管腔内に挿入される内視鏡の挿入部の先端部にこの先端部の先端面に露出
した観察光学系の先端レンズ面が前記管腔内壁面に直接当接することを防止する略筒状の
フード本体が配設され、前記フード本体の先端部に前記内視鏡の観察視野方向に突出する
突出部を有するフード部材において、
前記突出部の内周面に前記先端レンズ面の位置よりも前方に向かうにしたがって外側に拡
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開する方向に傾斜する斜面を形成するとともに、
前記突出部の一部に、前記先端レンズ面の位置よりも前方に突出する突出量が他の部分よ
りも短い凹部を設け、
前記凹部に隣接する他の部分の内面の第１の斜面と前記先端レンズ面とがなす角度よりも
前記凹部の内面の第２の斜面と前記先端レンズ面とがなす角度を大きな角度に設定したこ
とを特徴とするフード部材。
【００６１】
（付記項４）　前記凹部の斜面は内視鏡の先端部に観察光学系が配置される面に連接して
いる付記項１～付記項３記載のフード部材。
【００６２】
（付記項５）　前記凹部の斜面と、隣接する他の部分の内面との間にこれらの面を連結す
る連結面を設けた付記項１～付記項４記載のフード部材。
【００６３】
（付記項６）　前記凹部の斜面と、隣接する他の部分の内面とに連接する連接面を設けた
付記項１～付記項５記載のフード部材。
【００６４】
（付記項７）　前記突出部は弾性変形可能な軟質弾性部材にて形成されている付記項１～
付記項６記載のフード部材。
【００６５】
（付記項８）　前記凹部は観察光学系の観察視野領域と突出部との干渉量が大きい位置に
設けられている付記項１～付記項６記載のフード部材。
【００６６】
（付記項１～８の従来技術）　実開昭５６－７５９１２号公報、特開昭５９－９３４１３
号公報。
【００６７】
（付記項１～８が解決しようとする課題）　使用中に体腔内の粘液、汚物や洗浄水がフー
ド部材の内側に溜まり易く、内視鏡の先端面にも付着し易い。粘度の高い粘液や汚物は、
送水操作では除去できず、吸引口から離れている場合には吸引操作によっても除去できな
い。又、フード部材の突出部があるため、内視鏡の先端面を体腔内の粘膜にこすりつけて
汚物を除去することができない。このため、これらが観察視野内に入ってしまい視野が狭
められて観察性能が低下するという課題がある。
【００６８】
実開昭５６－７５９１２号公報には、フードの側壁部分に排出口を設けたものが示されて
いる。ここには、内視鏡の先端面まで切り欠いた切り欠きを設けたものや、フードを斜め
に切除し、その最も低い部分を内視鏡の先端面と同一面としたものが示されている。
【００６９】
しかしながら、切り欠きなどが内視鏡先端面と同一面まで設けられているため、フードの
突出量がなくなる部分が生じるため、フードとしての機能が落ちる。又、フードが破損し
易くなる。側壁に先端面部に沿った長孔からなる排出口を設けたものでは、汚物が大きい
場合や粘度の高い粘液や汚物は排出されないという不具合があった。
【００７０】
一方、特開昭５９－９３４１３号公報のように、切り欠きを内視鏡先端面まで設けないも
のでは、粘液や汚物が排出し難かった。
【００７１】
（付記項１～８の目的）　フードの機能を落とさず、フードが破損し難く粘液や汚物がフ
ード部材の内側に溜まり難く、観察性能の良いフード部材の提供。
【００７２】
（付記項１、３の作用）　・突出部の内側に粘液や汚物が入っても、凹部の斜面の角度が
隣接する他の突出部の内面より大きく、外側に開いた形状であるため、これらは突出部の
内側に溜まらず、斜面から外部に排出される。
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【００７３】
・斜面に付着した汚物や粘液は、凹部の側方や前方から体腔粘膜に接触することにより、
外部へ引き出され、排出される。
【００７４】
（付記項２の作用）　更に排出し易くなる。
【００７５】
（付記項４の作用）　内視鏡先端面に付着した粘液や汚物を更に排出し易くなる。
【００７６】
（付記項５の作用）　凹部の斜面と隣接する他の部分の内面との間に連結面により、凹凸
がないため、粘液や汚物が停留せず、更に排出し易くなる。
【００７７】
（付記項６の作用）　凹部の斜面とその他の部分の内面にそれぞれ接する連接面により、
粘液や汚物は連接面を介してスムーズに斜面に移動し、更に排出し易くなる。
【００７８】
（付記項７の作用）　突出部が変形することで、凹部の斜面近傍にある粘液や汚物に体腔
粘膜が接触し易くなり、更に排出し易くなる。
【００７９】
（付記項８の作用）　観察視野に突出部が入るのを防止しながら、突出部の突出量が少な
い部分を極力少なくでき、フードの機能を損なわない。
【００８０】
（付記項１～８の効果）　目的に同じ。
【００８１】
【発明の効果】
本発明によれば、フード本体の先端部における突出部の内周面に先端レンズ面の位置より
も前方に向かうにしたがって外側に拡開する方向に傾斜する斜面を形成し、突出部の一部
に、先端レンズ面の位置よりも前方に突出する突出量が他の部分よりも短い凹部を設け、
凹部に隣接する他の部分の内面の第１の斜面と先端レンズ面とがなす角度よりも凹部の内
面の第２の斜面と先端レンズ面とがなす角度を大きな角度に設定したので、フード本体の
機能を落とすことなく、フード本体が破損し難いうえ、粘液や、汚物がフード本体の内側
に溜まり難く、観察性能を良くすることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の第１の実施の形態における内視鏡装置全体の概略構成を示す斜視図。
【図２】　第１の実施の形態の内視鏡用フードの取付け状態を示すもので、（Ａ）は内視
鏡におけるフードの取付け部分を示す斜視図、（Ｂ）は同正面図。
【図３】　（Ａ）は第１の実施の形態の内視鏡用フードの凹部に隣接する凸部の部分の内
面の第１の斜面を示す要部の縦断面図、（Ｂ）は内視鏡用フードの凹部の内面の第２の斜
面を示す要部の縦断面図。
【図４】　第１の実施の形態の内視鏡用フードの作用を示すもので、（Ａ）は検査中に突
出部の凹部部分が体腔粘膜に接触した状態を示す要部の縦断面図、（Ｂ）は汚物類が内視
鏡用フードの凹部の内面の第２の斜面に沿って外部へ引き出され、排出される状態を示す
要部の縦断面図。
【図５】　（Ａ）は第１の実施の形態の内視鏡用フードの先端側が体腔粘膜に当接した状
態を示す要部の縦断面図、（Ｂ）は第１の実施の形態の内視鏡用フードの変形例における
突出部の先端側外周面が体腔粘膜に接触して弾性変形した状態を示す要部の縦断面図、（
Ｃ）は同変形例における突出部の先端部の長い凸部が体腔粘膜に接触して弾性変形した状
態を示す要部の縦断面図。
【図６】　本発明の第２の実施の形態を示す内視鏡用フードの要部の縦断面図。
【図７】　本発明の第３の実施の形態の内視鏡用フードを示すもので、（Ａ）は内視鏡用
フードの要部の縦断面図、（Ｂ）は内視鏡におけるフードの取付け部分を示す正面図、（
Ｃ）は内視鏡用フードの凹部を示す要部の斜視図。
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【図８】　第３の実施の形態の内視鏡用フードの変形例を示す要部の斜視図。
【図９】　本発明の第４の実施の形態の内視鏡用フードの概略構成を示す正面図。
【図１０】　第４の実施の形態の内視鏡用フードの取付け状態を示す要部の縦断面図。
【図１１】　第４の実施の形態の内視鏡用フードにおける凸部の内面の第１の斜面と内視
鏡の観察光学系の先端レンズ面とのなす角βを示す要部の縦断面図。
【図１２】　第４の実施の形態の内視鏡用フードにおける凹部の内面の第２の斜面と内視
鏡の観察光学系の先端レンズ面とがなす角αを示す要部の縦断面図。
【図１３】　内視鏡装置のモニタに表示される内視鏡の観察光学系の観察画像を示す正面
図。
【図１４】　図１３の観察画像を表示する場合の内視鏡の観察光学系の観察視野領域を説
明するための説明図。
【符号の説明】
２　　内視鏡
７　　挿入部
１７　　先端部
３４　　観察光学系の先端レンズ面
３７ａ　　フード本体
３８　　突出部
４０　　凹部
４２　　凸部
４４　　斜面
４４ａ　　第１の斜面
４４ｂ　　第２の斜面
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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